
 2019年 3月 19日 

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 

 

「ＳＯＭＰＯダンスプロジェクト」開始 

～ジュニア向けダンス教材「足が速くなるダンス」を提供～ 

 

損害保険ジャパン日本興亜株式会社（代表取締役：西澤 敬二、以下「損保ジャパン日本興亜」）は、

公益社団法人日本ストリートダンススタジオ協会（理事長：吉田 健一、以下「ＮＳＳＡ」）※と提携し、

学校でのダンス教育を支援するため「ＳＯＭＰＯダンスプロジェクト」を 2019 年 4 月から開始します。 

 

※ＮＳＳＡは、2008年 12月に設立された内閣府所轄の公益社団法人で、学校体育で必修となったダンス授業実施の普及    

促進のために全国で教員向け研修会の開催や学校でのダンス授業の実施、ダンス模範映像の配信など、ダンス教育に   

おける環境整備をしている団体です。 

 

１．背景 

 ダンスは、2012 年から小・中学校の体育の授業で必修となり、子どもの健全な発育や運動離れの解消

などが期待されています。2018年 10月にアルゼンチンのブエノスアイレスで開催された 14歳から 18歳

を対象とするユースオリンピックでは、「ブレイクダンス」が正式種目として採用され、日本人では女子

が金メダル、男子が銅メダルを獲得しました。また、2024年のパリオリンピックでは、「ブレイクダンス」

が競技候補として挙がるなど、スポーツとしての認知度も高まっています。一方、ダンスの経験がない

教員にとっては、生徒への指導が難しいと感じているケースが多いとされています。 

損保ジャパン日本興亜は、保険を基盤として幅広い事業活動を通じ、お客さまの「安心・安全・健康」

に資する最高品質のサービスをご提供し、社会に貢献することをグループ経営理念として掲げています。

そこで一人でも多くの子どもたちがダンスに熱くなり、心身ともに健康でいられるよう、ＮＳＳＡと 

連携して本プロジェクトを展開することとしました。 

 

２．「ＳＯＭＰＯダンスプロジェクト」の概要 

（１）ダンス教材「足が速くなるダンス」の提供 

「足が速くなるダンス」は、ＮＳＳＡが名古屋学院大学との共同研究により開発した足が速くなる  

ためのトレーニング要素を含むものです。この教材は、「足の回転数を上げる」「歩幅を広げる」「安定 

した姿勢の保持」の 3 つの要素を取り入れた振り付けで構成されています。本プロジェクトの主な 

ターゲットである小学生は「足が速くなる」ことに関心が高いとされ、その要素をダンスに取り入れる

ことで、子供たちに自ら率先してダンス授業に取り組んでいただくことを目指しています。また、損保

ジャパン日本興亜は、より多くの子供たちが楽しく踊ることができるという視点で、振り付けへの 

アドバイスを行っています。 

 音楽・編集等はユニバーサル ミュージック合同会社（ＣＥＯ：藤倉 尚）が担当し、損保ジャパン   

日本興亜のマスコットキャラクター『ジャパンダ』も登場するなど、損保ジャパン日本興亜オリジナル

バージョンとなっています。 



【足が速くなるダンスの教材イメージ】 

 

 

 

 

 

 

（２）ダンス研修会（教員研修会）実施 

 体育の授業でダンスが必修化されたものの、ダンス経験がないことから、「指導が難しい」と感じて  

いる教員が多くいることをふまえ、損保ジャパン日本興亜とＮＳＳＡが、「足が速くなるダンス」を中心

とした学校でのダンス授業を支援することを目的に、教員の皆さま向けにダンス研修会を開催します。 

 

【2019年春の教育研修会開催予定地と日程】  

各自治体の教育委員会後援のもと、2019年春の教育研修会を以下の日程で開催する予定です。 

・東京都目黒区（３／２７） ・愛知県名古屋市（３／２８） ・神奈川県横浜市（３／２９） 

・北海道札幌市（４／１７） ・大阪府堺市（４／１７） 

 

３．公式ウェブサイト開設 

本プロジェクトの概要を説明する専用ページを当社公式ウェブサイト内に開設しました。 

「足が速くなるダンス」の動画も本ページから閲覧いただけます。 

公式ページ https://www.sjnk.co.jp/company/dance/ 

プロジェクト 

メインビジュアル 

 

 

４．今後について 

損保ジャパン日本興亜とＮＳＳＡは、多くの子どもたちがダンスに熱くなり、健やかに過ごせるよう、

「足が速くなるダンス」を全国の学校・ＰＴＡ・教育委員会にご案内していきます。また、学校単位 

での出張授業などを企画・実施していきます。 

以上 

https://www.sjnk.co.jp/company/dance/

